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『司法試験＆予備試験 短答過去問題集(法律科目） 平成２８年度』 

お詫びと訂正 
 

以下の箇所に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 
 

2017 年 1月 10 日現在 

 
頁 場所 誤 正 更新日 

290 肢２解説 ２人以上で暴行を加えて人

を傷害した場合において，

それぞれの暴行による傷害

の軽重を知ることができ

ず，又はその傷害を生じさ

せた者を知ることができな

いときは，共同して実行し

た者でなくても，共犯の例

による（同時傷害の特例，

207）。そして，判例（最判

昭 26.9.20）は，本条は，傷

害罪のほか，傷害致死罪に

も適用されるとする。した

がって，甲，乙及び丙は，

傷害致死罪の「共犯の例」，

すなわち，共同正犯（60）

として処断される。よって，

甲には傷害罪が成立すると

している点で，本肢は誤っ

ている。 

２人以上で暴行を加えて人

を傷害した場合において，

それぞれの暴行による傷害

の軽重を知ることができ

ず，又はその傷害を生じさ

せた者を知ることができな

いときは，共同して実行し

た者でなくても，共犯の例

による（同時傷害の特例，

207）。そして，判例（最判

昭 26.9.20）は，本条は，傷

害罪のほか，傷害致死罪に

も適用されるとする。した

がって，乙及び丙は，傷害

致死罪の「共犯の例」，すな

わち，共同正犯（60）とし

て処断される。他方，Ａの

傷害は甲の暴行によるもの

ではない以上，同時傷害の

特例は適用されず，甲には

暴行罪の単独犯が成立する

にすぎない。よって，甲に

は傷害罪が成立するとして

いる点で，本肢は誤ってい

る。 

2016.12.24 
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36 肢４解説 

上から６行目

以下 

この点，Ａが乙土地の抵当

権を放棄した後に甲土地の

抵当権を実行した場合，Ａ

が甲土地の第１順位の抵当

権者として配当を受けるべ

き額 600 万円のうち，Ａが

甲土地の抵当権を放棄しな

ければＢが乙土地に代位で

きたであろう 400 万円につ

いては，Ｂに優先すること

ができず，Ａは甲土地から

200 万円の配当を受ける。し

たがって，Ａは 200 万円の

配当を受け，Ｃは 300 万円

の配当を受ける。よって，

本肢は正しい。 

この点，Ａが乙土地の抵当

権を放棄せずに甲土地の抵

当権を実行した場合，Ａは

甲土地から 500 万円の配当

を受け，Ｃは，Ａの抵当権

に代位して乙土地から 300

万円の配当を受けることが

できる（392Ⅱ，肢２解説参

照）。したがって，Ａが乙土

地の抵当権を放棄した後に

甲土地の抵当権を実行した

場合，上記判例により，Ａ

はＣが配当を受けるべき

300 万円についてＣに優先

できず，Ａは 200 万円の配

当を受けるにとどまり，Ｃ

は 300 万円の配当を受けら

れる。よって，本肢は正し

い。 

2016.11.30 

 


